
 

平成 15 年 12 月 15 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ナ フ コ

代 表 者 名 代表取締役社長 深 町 勝 義

（コード番号：２７９０）

問合せ先 常務取締役経理部長 村 岡 莞 二

（ TEL. ０９３-５２１-７０３０）

 

平成 16 年 3 月期の業績見通しについて 

 

  平成 16 年 3 月期（平成 15 年 4 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日）における当社の業績見通し

は、次のとおりであります。 

 

                 (単位：百万円・％) 

決 算 期 平成 16 年 3 月期（計画） 平成 15 年 3 月期（実績） 

項 目  構成比 前年比  構成比 

売 上 高 181,000 100.0 103.4 175,021 100.0 

経 常 利 益 11,066 6.1 119.1 9,295 5.3 

当 期 純 利 益 5,533 3.1 111.9 4,944 2.8 

１株当たり当期純利益 203 円 08 銭 190,460 円 22 銭 

１ 株当たり配当金 25.00 円 10,000.00 円 

（注）1.平成 16 年 3 月期の１株当たり当期純利益は、「1株当たり当期純利益に関する会計基

準」（企業会計基準委員会 平成 14 年９月 25 日 企業会計基準第２号）及び「1 株当

たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成 14 年９月

25 日 企業会計適用指針第４号）により算出しております。なお、算出にあたっては、

公募株式数2,450,000株を含めた予定平均発行済株式数27,085,667株により行ってお

ります。 

なお、予定平均発行済株式数には、オーバーアロットメントの売出しに関連した第三

者割当増資(最大 1,000,000 株)が行われた場合の新規発行株式数は含めておりません。 

2. また、平成 15年 10月 1日付で株式 1株につき 1,000株の分割をいたしましたので、
当該株式分割に伴う影響を加味し遡及修正を行った場合の 1株当たり指標を参考まで
に掲げると次のとおりとなります。 

                (単位：百万円・％) 

決 算 期 

項 目 
平成 15 年 3 月期（実績） 

１株当たり当期純利益 190 円 46 銭 

１ 株当たり配当金 10.00 円 



【平成 16 年 3 月期業績見通しの前提条件】 

 

［売上高］ 

冷夏の影響による厳しい消費環境と同業態及び異業態の参入等による競争激化が続く

環境のもと、既存店については、前期に 14 店舗の出店はしたものの、4店舗を閉店した

影響もあり、前期比 0.3％の減収を見込んでおりますが、今期 17 店舗の出店計画を加え

ると、売上高全体としては、前期比 3.4％の増加を見込んでおります。 

 

［売上原価］ 

前期に引続き、値入率・ロス率の改善に取り組んでいくとともに、発注精度の向上、

ＰＯＳによる単品管理による在庫管理強化等への取り組みも計画しており、売上原価全

体では、前期比 3.0％の増加を見込んでおります。 

 
［売上総利益］ 

値入率の改善に注力するとともに、オリジナル商品の販売強化への取組み等の効果に

より、売上総利益率は前期比 0.3 ポイント増加の 29.2％を見込んでおり、売上総利益全

体では、前期比 4.4％の増加を見込んでおります。 

 

［販売費及び一般管理費］ 
(1)人件費 

人件費は、122 人の増員計画に基づき設定しております。 

(2)その他 

その他の経費につきましては、前期実績をベースに設備投資計画に基づく変動要素

を加味して、設定しております。 

 

以上 


